
１　基本方針
　市民、事業者、市がパートナーシップのもとに、「自然と共生し持続可能な環境を未
来ある子供のために伝える都市（まち）」を目指し、様々な施策の推進を図ります。

２　平成22年度の主な取組
(１)　地球温暖化防止のための施策を推進します。
　　①　地球温暖化防止のため、公共施設のLED化や住宅用太陽光発電設備の設置促進
　　　などの取組を拡大します。
　　②　E－KIZUNA Project等の実施により、次世代自動車の積極的な導入に向けた取
　 　 組を図ります。　
　　③　市民・事業者等との協働による様々な地球温暖化防止の取組を展開します。
(２)　更なる資源循環型社会の構築を推進します。
　　①　廃棄物処理体制の更なる効率化を図り、積極的に３Ｒの推進を図ります。
　　②　市民の立場に立ったごみの収集を行い、循環型社会の構築に寄与します。
　　③　廃棄物の適正な処理・処分に努めるとともに、最終処分場の延命化を図ります。
　　④　再利用品の展示及び販売を通して、リサイクルの普及促進を図ります。
(３)　環境面に配慮した安心・安全なまちづくりを推進します。
　　①　公害の未然防止に努め、環境保全に関する取組を図ります。
　　②　廃棄物処理施設の計画的な配置及び整備を検討します。
　　③　老朽化し、廃止した施設の解体に向けた設計等を行います。
　　④　環境にやさしい循環型社会を形成するため、新たな処理施設の整備を進めます。　
　　⑤　産業廃棄物の適正処理に向けた取組を図ります。
　　⑥　環境の保全と創造に向け、自然保護及び環境教育を推進します。

３　環境局予算額 （単位：千円）

環境局　平成22年度局運営方針(案)

増　　減平成22年度当初予算額平成21年度当初予算額

13,508,053 13,382,883 △ 125,170
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４　環境局主な事業の概要

　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額

<拡大><倍増プラン>

104,000 　地球温暖化対策として、公共施設のＬＥＤ化や住

(地球温暖化対策課） 宅用太陽光発電設備設置を促進する。

<内容>

①住宅用太陽光発電設置補助

　新規に設置する住宅用太陽光発電システムに対し、

　ＫＷ当たり５万円(上限戸建て20万円)を補助する。

②公共施設のＬＥＤ化事業

・公共施設ＬＥＤ照明設置可能性調査

<拡大><倍増プラン>

グリーンニューディール 348,511 　グリーンニューディール基金を活用して地球温暖

基金活用事業 化対策等への各種取組みを行う。

(交通環境対策課ほか) <事業概要>

<財源構成> ①公共施設太陽光発電設置・ＬＥＤ化

①繰入金 311,011 ・西部文化センター

②一般財源 37,500 ・大宮武道館

②商店街が行う街路灯ＬＥＤ化への補助(Ｐ83参照)

　(補助率１／２、基金１／３)　530基想定

③電気自動車普及促進用充電設備設置(Ｐ72参照)

　(基金10／10)　対象10区役所

④電動アシスト付自転車導入(基金10／10)

　対象10区役所

⑤ＰＣＢ汚染廃電気機器等把握のための濃度測定費用へ

　の補助(補助率１／２、基金１／２)

地球温暖化対策事業

摘　　　　　　　要事　業　名
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

<拡大><倍増プラン>

104,447 　E-KIZUNA Projectなどの実施により、次世代自動

実施 車の普及促進を図る。

(交通環境対策課) <事業概要>

<財源構成> ①E-KIZUNAサミット・フォーラムの開催

①繰入金 67,545 　平成22年度上半期中に第１回開催予定

②一般財源 36,902 　(年２回開催予定)

②市の率先導入

・公用車への電気自動車率先導入

　新規導入　12台(リース)

・電気自動車普及促進用充電設備の設置

　(グリーンニューディール基金活用　Ｐ71参照)

　電気自動車普及に向け、10区役所へ充電設備を設置

　する。

③事業者への導入支援

・次世代自動車普及促進協議会の設置、セミナーの開催

・次世代自動車普及促進対策補助金

　天然ガス自動車(全車種)及びハイブリッド車(バス・

　トラック)の導入に対し、通常車両との差額の１／４

　を補助する。また、電気自動車(全車種)の導入に対し

　補助(30万円以内)する。

・次世代自動車充電設備設置補助金

　本体価格の１／４(上限875,000円)を補助する。

④次世代自動車の周知啓発

・リーフレット、パネルの作成

E-KIZUNA Projectなどの
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

<拡大>

196,500 　塵芥収集車の更新時に次世代自動車を導入する。

自動車導入事業 <内容>

(各清掃事務所) ・天然ガス自動車　９台

<財源構成> ・ハイブリッド車　６台

①国庫支出金 7,710

②市債 141,300

③一般財源 47,490

<拡大>

旧クリーンセンター与野解体 26,574 　旧クリーンセンター与野の解体工事着工に向け、

事業 実施設計等を行う。

(環境施設課) <内容>

・解体工事設計

・警備業務委託等

・雨水排水ポンプ修繕等

<事業計画>

・平成21年度　　環境調査実施

・平成22年3月　 与野清掃事務所閉鎖

・平成22年度　　解体工事設計業務委託

・平成23年度～　解体工事

塵芥収集車への次世代
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

 新クリーンセンター整備 475,221 　市民のリサイクル活動の機能を備えたリサイクル

事業 センター及び高効率で熱回収して発電を行う熱回収

(新クリーンセンター建設準 施設の整備を行う。

備室) <内容>

<財源構成> ・橋梁下部・上部工工事(継続費)

①国庫支出金 3,304

②市債 288,800

②一般財源 183,117

・集会所用地購入等

・建設工事モニタリング業務委託

・環境影響評価業務等

<事業計画>

・平成21年度　　建設用地の一部購入、入札・仮契約締結

・平成22年度　　本契約締結、整備事業者による設計・

　～26年度　　　旧し尿処理施設解体・建設工事

・平成27年度　　供用開始

<債務負担行為>　

事項 限度額 期間

平成22年度から

平成41年度まで

新クリーンセンター
整備事業

57,846,000

事項 限度額 期間

平成23年度から

平成26年度まで

新クリーンセンター
建設工事モニタリン
グ業務委託

300,000

<継続費>新クリーンセンター整備橋梁拡幅工事(上部工)

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

22 34,000 0 32,300 0 1,700

23 50,000 0 47,500 0 2,500

計 84,000 0 79,800 0 4,200

年度 事業費
財源内訳
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　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　要事　業　名

<新規>

ごみ減量・リサイクル推進 10,600 　ストックヤードを設置し、溶融スラグの資源化を

事業 推進する。

(西部環境センター) <内容>

・溶融スラグストックヤード賃借(10月～)

<債務負担行為>　

事項 限度額 期間

平成23年度から

平成29年度まで

西部環境センター溶
融スラグストックヤー
ド賃貸借

137,800

75


